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心は どこにあるか？
心はどこで生まれるか？ 神経科学・脳科学

神経をわかることの醍醐味



脳の断面の模式図

Cérebrum

Cerebéllum
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神経（脳）でよく言われる話

1. 脳の重要な事項は3歳までに決まる
（三つ子の魂百まで） 臨界期と言います

〜 成年後も発達 （例：海馬）
訓練により脳部位の増大や縮小 (運動野、感覚野)
2. 私達は脳の10％しか利用していない
3. 右脳型人間と左脳型人間 〜 程度の違い
4. 睡眠中に学習できる 〜 睡眠中に記憶が保持さ

れる
5. 好きなことをすると成績が上がる、暗い音楽では

下がる

神経系の解剖学 Anatomy of Nervous System





銀座SIX

ビルの外観に注意





草間 彌生は、日本の芸術家。長野県松本市生まれ。 幼い頃から悩まされてい
た幻覚や幻聴から逃れるために、それらの幻覚・幻聴を絵にし始めた。
1957年に渡米すると絵画や立体作品の制作だけではなくハプニングと称される
過激なパフォーマンスを実行し、1960年代には「前衛の女王」の異名をとった。



平日に出かけたが、とにかくものすごい混雑。これまでも伊藤若冲やフェル
メールなど、入館までに１時間以上並んだという経験はあるが、今回はその比で
はない。まずチケットを購入するのに３０分。 美術館に入っても、草間展は、
展覧会場の入り口から、どこが最後尾かも分からないような大行列がとぐろを巻
いていた。とどめはミュージアムショップのレジ待ち４０分。長い間美術館巡り
を続けているが、待ち時間の長い展覧会としては新記録間違いなしだろう。
いつから草間はこんな国民的人気アーティストになったのか？ 真っ赤な髪で、
文化勲章を受章したからか、

（毎日新聞 一昨年 5月13日の記事より）



後天的鏡文字 は通常はさまざまな部位の
脳血管性病変（いつもではないが通常左半
球）に続いて出現する．

また，病的鏡文字は同定できる病変がない
場合にも出現することがあり，広汎な脳損
傷の後にも起こり得る．



神経回路・脳の統合の基本は？

シナプス





ほ乳動物の脳の比較
アカカンガルー

ジュゴン

アジアゾウ

マッコウクジラ大脳

小脳 脳幹 2



脳重と体重

ヒトの脳は大きい

なぜ大きくなれたか ← エネルギー摂取

脳化指数= [定数] X [脳の重量] ÷ [体重] 2/3

コビトジャコウネズミ: 60 mg / 2 (1.6-2.4) g
(トウキョウトガリネズミ：体重 1.5 - 1.8 g)
キューバヒメエメラルドハチドリ： 0.13 g (2 g)

*
＊98％は小脳のニューロン



ヒトの脳体積の、進化上の増加
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年齢
現代人

600 - 1250

550 - 687

1200 - 1750

1200 - 1400

現代人の脳の成長曲線
6歳までに成熟

脳が必要とするエネルギー
乳児：100 cal/日（60％）
成人：280 - 420 cal/日
(神経細胞の静止膜
電位の維持に必要)

誕生



辺縁葉
脳幹



脳の進化・由来

不等皮質 等皮質

６層構造３層構造

嗅覚系 大脳皮質辺縁葉

生存 情動・記憶 創造・学習

原始脳 高次脳



Ｎｅｔｗｏｒｋ （ネットワーク）

情動（本能の脳・欲望）

生存（生きるための脳）

創造（美しく生きるための脳）



情動（・欲望）

生存（生きるため）

創造（美しく生きる）

神戸

京都



神経回路 と シナプス



分子＜（シナプス）＜神経細胞＜脳



23 and me  Inc. (USA)
（個人ベースでの
遺伝子検査の先駆け）

DHC.  社 のダイエット対策
遺伝子検査キット
(日本)

“遺伝子検査” で
病気だけではなく「性格や能力」が解る？



“遺伝子検査” で
あなたがなるであろう「病気のなりやすさ」だけではなく
あなたの「家系・血縁関係」 「性格や能力」が解る、
これがビックデータベース化されている

23 and me  Inc. (USA)
（Googleとリンクしつつ）

米国では利用者数が
4000万人を突破
日本からも1万人・・・







Bic Dataは Googleのデータとして・・・



神経細胞. (p. 386)

ニューロン（神経）：神経活動の単位

樹状突起：興奮を受け取る

軸索（神経突起）：興奮の出力

ニューロンの模式図

樹状突起の形態は様々
（ゴルジ鍍銀染色）
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神経細胞

Soma : 細胞体
Mitochondorion (-ia, 複数): ミトコンドリア
Endoplasmic reticulum: 小胞体
Ribosome: リボゾーム

電
子
顕
微
鏡
写
真
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グリア細胞・ シュワン細胞. (p. 386)



神経膠（グリア）細胞 (p. 386, 387、glia：ギリシャ語でにかわ)
中枢神経細胞を支持・保護する細胞

希（稀）突起膠細胞（オリゴデンドロサイト、）：髄鞘形成

星状膠細胞（アストロサイト）：中枢神経組織の支持、脳血液関門、薬物感受性

小膠細胞（ミクログリア）：中枢神経系で食作用、造血系由来

上衣細胞：脳室の壁をおおう。脈絡叢

髄鞘化：成長にともない髄鞘が形成される
進化的に古い組織ほど、早く髄鞘化

30参考図書：ダグラス・フィールズ 「もうひとつの脳」 （ブルーバックス） - アインシュタインの脳 -

髄鞘の形成

神経膠細胞
の役割

希突起膠細胞
の役割



シュワン細胞、衛星（外套）細胞 (p. 386, 387) 

末梢神経細胞を支持・保護する細胞

シュワン細胞：神経堤由来、髄鞘を形成（一本の軸索のみ包む）

衛星（外套）細胞：筋組織幹細胞、筋原細胞から分化

一本の末梢神経線維の模式図

顕微鏡の拡大図

シュワン細胞

ランヴィエの絞輪
31

（次ページ）

末梢神経の断面図

拡大図



テオドール・シュワン Theodor Schwann (1810-1882)

生物の細胞説の提唱者

「動物及び植物の構造と成長の一致に関する
顕微鏡的研究」

植物の細胞説は マティス・ヤーコブ・シュライ
デン 「植物発生論」

ペプシンの発見 〜 ペプシコーラの名前の由来

発酵の発見 （糖がアルコールに変換）

「代謝」 を造語

イギリス王立協会から コボリ・メダル（1845）、
プロイセン王国から勲章（1875）
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細胞内電位：静止電位 (p. 361～5)

膜の内外の各々のイオンの濃度差で電位が決まる

K+ イオンだけの場合
実際の細胞膜

静止膜電位の維持にエネルギー



静止膜電位 ⇒ 活動電位







太い方が伝達速度は早い
有髄神経（ミエリンが巻いている）ほうが

伝達速度早い
（跳躍伝導をおこなうから）



中枢神経系 2. 脳と脊髄

→腰椎穿刺、
脊椎麻酔
（腰椎麻酔）
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大脳基底核: 運動の調節

+:促通（興奮）
-：抑制



大脳
辺縁系



大脳辺縁系

大脳辺縁系

情動 記憶

ＬＴＰ
（長期増強）

シナプスの可塑性



海馬体
Hippocampal

Formation
＜短期記憶を
つかさどる＞



扁桃体
Amygdala

＜情動および
好き嫌いを

つかさどる＞





大脳辺縁系



食欲の中枢も 辺縁葉にあり、実は ・・単純。



摂食中枢の神経回路なぜダイエットに成功しずらいのでしょうか。
空腹（摂食中枢）ペプチドは多々あるにもかかわらず、

満腹に関わるペプチドは少ない。 なぜでしょう？





大脳皮質一つとっても、まずは大きくとらえること！

病気が見える７ 脳神経から

大脳皮質 ４つの葉（Lobe）に機能 （解剖学的には6葉とするが・・）
→ これら回路で統合されることを認識

まずは 大きく・・



脳内の領域によって
機能が分担されている。



運動野における体性機能の局在

運動野の刺激 → 
任意に指を動かす

約0.4秒前に運動野が活性
（発火）〜
運動を予測

ピアノの練習で領域が広がる
→ 練習を止めると領域は縮小
→ 熟練すると、広がる

＊運動障害 Dystonia (例、書痙)
硬直、痙攣を生じる



大脳皮質の「こびと Homunculus（ホムンクルス）」

ペンフィールド Wilder Penfield、1891-1976

モントリオール総合病院総合病院
付属神経科学研究所

モントリオール
総合病院

ドクター・ペンフィルド
通り

てんかん治療のため、局所麻酔した患者の脳
に電極を置き、刺激

運動野と感覚野の体性局在を証明〜
小人 (“ ホムンクルス “) が描けることを発見

脳科学研究所を設立
モントリオール総合病院の前の通りに名前
（カナダ、ケベック州）



各領域（４つの葉）の
統合機能

分業作業が連動して
機能統合する

入力と、出力のループがある
ことに留意する

「どこが？」「なにが？」の情報が
、
どこからきて どこにいくか、
想像を働かせながら
見ること

大脳皮質のルール
大脳皮質は背側で「どこだ?」、
腹側で「なんだ」情報を処理している



脳画像形成の仕組み

fMRI



fMRI (functional magnetic resonance imaging) はMRI（核
磁気共鳴）を利用して、ヒトおよび動物の脳や脊髄の活動に関連
した血流動態反応（BOLD信号：アストロサイトからのO2過剰産生）
を視覚化する方法。最近のニューロイメージングの中でも最も発達
した手法。

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E7%A3%81%E6%B0%97%E5%85%B1%E9%B3%B4%E7%94%BB%E5%83%8F%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E7%A3%81%E6%B0%97%E5%85%B1%E9%B3%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%8A%E9%AB%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%82%A4%E3%83%A1%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%B3%E3%82%B0


PET（ positron emission tomography：ポジトロン断層法）

陽電子検出を利用したコンピューター断層撮影技術である。CTやMRIが
主に組織の形態を観察するための検査法であるのに対し、 PETは核
医学検査で
おもに中枢神経系の代謝レベル（グルコース代謝など・・）を観察できる

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%94%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%82%BF%E6%96%AD%E5%B1%A4%E6%92%AE%E5%BD%B1
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%B8%E7%A3%81%E6%B0%97%E5%85%B1%E9%B3%B4%E7%94%BB%E5%83%8F%E6%B3%95


Ⅹ線CT: Ｘ線コンピュータ断層撮影（Computed Tomography)



脳室と脳脊髄液（髄液）



脳室と脳脊髄液（髄液）
側脳室：左右の大脳半球 → 室間孔 （モンロー） で第三脳室と連絡

第三脳室（視床間橋）→中脳水道（シルヴィウス水道）→第四脳室
→ 外側口 （ルシュカ） と正中口 （マジャンディ） → くも膜下腔

脈絡叢：髄液の産生を行う

第四脳室の脈絡叢 75脳室の立体図

側脳室と第三脳室の脈絡叢

↓くも膜顆粒





脳室系と脳脊髄液の循環

脳脊髄液の吸収： くも膜顆粒、脳の毛細血管、脊髄神経鞘からリンパ管へ
脳脊髄液減少症： (症状)  起立性頭痛、頭痛、偏頭痛、疼痛、めまい、吐き気、等々

発症原因 ： 交通事故、スポーツ外傷、転倒、出産、腰椎穿刺、等々



高次脳の障害（一部の例）

失語症:  ブローカ野（44野 45野）運動性
ウェルニッケ野（22野）知覚性

- ウェルニッケ脳症＊：ビタミンB1欠乏症

失認症：一つの感覚を介して、対象物を認知でき

ない障害（例：相貌失認）
失行症：運動可能であるにもかかわらず、合目的な

運動ができない状態（例：着衣ができない）
失読症：文字の読み書きに著しい困難を抱える障害

失音楽症：” 世の中には２種類の音楽しかない”
相貌失認 = 失顔症 (前出) : ギリシャ時代から

分離脳：脳梁切断患者の症例
半側空間無視 (とくに左側症状、次ページ)
前頭葉障害: ロボトミー† , F. Gage の症例
眼窩皮質の損傷 ⇨衝動的、無責任、社会性に
欠く（情動と行動の仲立ちを欠く）
（社会化の器官、前頭側頭認知症患者の行動）

☞
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＊ウェルニッケ脳症：運動失調と
記憶障害、アルコール多飲、
胃切除によるチアミン欠乏

(2021年国家試験）

Sept.13, 1848



左側無視*の患者の絵

“ 家の絵をかき写しなさい “ “ 線にばつ印を入れなさい “

“ 線分を二等分しなさい “

74
参考図書：オリバー・サックス 「妻を帽子と間違えた男」 「音楽嗜好症」 「火星の人類学者」

ラマチャンドラン 「脳の中の幽霊」



脳の血管系 A. (p. 1８１ 復習です)
脳血液関門 (p. 409)
動脈の供給：内頸動脈と椎骨動脈 〜 ウィリス動脈輪

前大脳動脈、中大脳動脈*、後大脳動脈

眼動脈

（*中大脳動脈の穿通枝からの出血が

最も頻度高く発症）
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脳の血管系 B 静脈 (p. １８５)

脳の静脈 → 脳硬膜内の静脈洞（収縮性がない）

Ｓ状静脈洞①、横静脈洞②、上矢状静脈洞③、下矢状静脈洞④、後頭
静脈洞⑤、板間静脈⑥ 〜導出静脈

①①

②②⑤

眼球
⑥

③

③

④

① ⑤

導出静脈：頭皮の静脈と直接連絡

静脈 頭蓋底頭蓋側面 79



末梢神経 1. 脳神経 A (p. 388) (I, II, VIII は感覚器で講義)

Ⅰ 嗅神経；

嗅覚を伝える（特殊感覚性）

Ⅱ 視神経：

視覚を支配する（特殊感覚性）

視交叉 に注意！



末梢神経 1. 脳神経 A (p. 388) (I, II, VIII は感覚器で講義)

III 動眼神経； 眼筋支配（IV, VI 支配以外の眼筋の４筋）

動眼神経副核 → 毛様体神経節 → 毛様体筋、瞳孔括約筋 (副交感神経)

IV 滑車神経：眼筋の上眼筋を支配

V 三叉神経：三叉神経節（ガッセルの半月神経節）

V1 眼神経；顔面上位の知覚

V2 上顎神経；顔面中位の知覚

V3 下顎神経; 下顎の知覚 （含、舌前2/3）、運動枝 （咀嚼筋）

VI 外転神経：眼筋の外側直筋

‘ アイスクリーム頭痛
〜 三叉神経連関痛



末梢神経 2. 脳神経 B 三叉神経 (p. 389) 

V 三叉神経：三叉神経節（ガッセル・半月神経節）

V1 眼神経；顔面上位の知覚

V2 上顎神経；顔面中位の知覚

V3 下顎神経; 下顎の知覚（含、舌前2/3）、咀嚼筋支配、鼓膜張筋支配

V2. 上顎神経

V3. 下顎神経

下顎神経、舌の知覚
( 味覚は含まない )

粘膜の知覚

問：咀嚼筋は？

(音を小さくする)
三叉神経節 ☟



末梢神経 3. 脳神経 C 顔面神経
VII 顔面神経：運動線維（顔面の筋、アブミ骨筋*）、中間神経（味覚-舌の前2/3、

唾液分泌 [顎下腺、舌下腺†] 、涙腺、鼻腺、口蓋腺） 〜 鼓索神経（味覚）

顔面神経麻痺；神経の走行中に傷害

(* 特に低音の感度を下げる †：耳下腺は下図、

顔面神経の表情筋支配

顔面神経、舌の味覚

橋の顔面神経

耳下腺（舌咽神経支配）

82

舌咽神経支配）



末梢神経 4. 脳神経 D 舌咽神経、迷走神経

Ⅷ 内耳神経： 聴覚と平衡覚の支配

IX 舌咽神経：知覚（中耳、舌、咽頭）、運動（咽頭の筋）、内臓運動（分泌）、

味覚性線維（舌の後1/3）、頸動脈小体 (呼吸器系で既出)
X 迷走神経：副交感神経（頭部から腹腔）、知覚（喉頭）、味覚（喉頭蓋）

舌咽神経の知覚と味覚支配
迷走神経の出てくるところ



末梢神経 5. 脳神経 E 迷走神経、副神経、舌下神経

X 迷走神経 : 反回神経† （声帯）、副交感系の神経叢、前後迷走神経幹

XI 副神経（運動性）: 胸鎖乳突筋、僧帽筋 ( † 反回神経麻痺：誤嚥を誘発)
XII 舌下神経（運動性）：舌筋を支配 〜 損傷で舌の半側性萎縮

迷走神経の腹胸部

副神経の支配筋 舌下神経の支配筋

C1
C2

C3

右反回神経：鎖骨下動脈の後ろへ
左反回神経：大動脈の後ろへ

迷走神経の知覚支配：外耳、舌、咽頭

†



末梢神経 6. 脊髄神経 A (p. ３８３〜３８７)



末梢神経 6. 脊髄神経 A (p. ３８３〜３８７)

脊髄神経：頸神経（C: 8対）、胸神経（T:12対）、腰神経（L: 5対）、仙骨神経
（S: 5対）、尾骨神経（Co:1対）

頸神経叢：C1〜C4、横隔神経（横隔膜を支配）

腕神経叢：C5〜T1、筋皮神経（上腕の筋と前腕の皮膚）、正中神経（前腕の
筋と手の皮膚）、尺骨神経（手の筋と皮膚）、橈骨神経（上腕と前腕の屈筋、
上腕から手の背側の皮膚）

肋間神経：T1〜T12、肋間の筋と皮膚

腰神経叢：T12〜L4、閉鎖神経、大腿神経、伏在神経

仙骨神経叢：L4〜S4、坐骨神経（腓骨神経と脛骨神経）、陰部神経 →
会陰神経（外肛門括約筋と肛門挙筋、陰嚢、大陰唇）と陰茎／陰核へ

馬尾：末梢神経線維のみ、腰椎穿刺、脊椎（腰椎）麻酔

脊髄症候群

完全横断：損傷部下方で完全な筋麻痺と知覚消失

半側横断（ブラウン = セカール症候群）：同側の麻痺、知覚消失、知覚過敏



末梢神経 7. 脊髄神経 B (p. 385)
頸神経叢、腕神経叢の皮膚支配と神経障害による麻痺

頸神経叢

内側上腕皮神経、左
内側前腕皮神経、右

筋皮神経

正中神経

尺骨神経
橈骨神経

腋窩神経

正中神経麻痺（左）
尺骨神経麻痺（中）
橈骨神経麻痺（右）



末梢神経 7. 脊髄神経 B (p. 385)
腕神経叢



末梢神経 8. 脊髄神経 C (p386)

体幹（胸部・腹部）：体節構造、肋間神経

腰仙骨神経叢：閉鎖神経、大腿神経、坐骨神経、

腓骨神経、脛骨神経

大腿神経の皮膚支配

外側大腿
皮神経



末梢神経 8. 脊髄神経 C (p386)

体幹（胸部・腹部）：体節構造、肋間神経

腰仙骨神経叢：閉鎖神経、大腿神経、坐骨神経、

腓骨神経、脛骨神経

大腿神経の皮膚支配

外側大腿
皮神経 閉鎖神経

後大腿皮神経

腓骨神経の皮膚支配

脛骨神経の皮膚支配



末梢神経 8. 脊髄神経 C (p386)



皮節・デルマトーム (p. 387) C : 頸髄
T : 胸髄
L : 腰髄
S : 仙髄

Overlap 重なりがある

帯状疱疹で顕著になる

帯状疱疹
水痘・帯状疱疹ウィルスによ

る感染症.水痘ウィルスが神経節
細胞内に潜伏し、免疫力が低下
すると増殖。知覚神経の走行に
一致して帯状に赤い発疹と小水
疱が出現、強い神経痛様疼痛



下行（遠心）伝導路 (p. 392) 運動ニューロン

錐体路 (p. 392): 
運動野 → 脊髄前角

錐体外路：

中脳〜脊髄の様々な核を経由

錐体路
の概要

錐体外路
運動路の例



上行（求心）伝導路 (p. 395)：体性感覚と特殊感覚を脳に

感覚神経路：聴覚、味覚は感覚器で扱います

皮膚知覚路

1. 識別性知覚の伝導路：触覚、振動覚、関節覚

触覚刺激→（脊髄神経節）後根→脊髄、後索→後索核（薄
束核、楔状束核）→（内側毛帯）毛帯交叉で対側へ→視床
後腹側核

2. 原始性知覚の伝導路：痛覚、温度覚（髄鞘が薄く細い線維）

脊髄神経節の小細胞→外側脊髄視床路（まばらな線維束）

前脊髄視床路：粗い触覚と圧覚



上行（求心）伝導路 (p. 395)：体性感覚と特殊感覚を脳に



自律神経系 1.（植物神経系） (p. 2４2〜）

視床下部が 最高の統合器官

内臓とその被膜を支配

知覚性（求心性）と運動性、

分泌性（遠心性）

生体の内部環境の恒常性を維持、

器官の働きを調節

中枢：動眼神経副核、唾液核、迷走神経

背側核

交感神経系：胸髄と上部腰髄→
交感神経幹

副交感神経：脳幹→迷走神経、仙髄

交感神経 副交感神経
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自律神経系 2. (p. 2４３〜）

交感神経系：交感神経幹を形成

側角のニューロン→交通枝

ノルアドレナリン作動性

副交感神経

脳神経 → 副交感神経節

迷走神経 → 頸部から胸部

仙髄→骨盤内臓

アセチルコリン作動性

自律神経系

交感神経系

92



• 交感神経系：交感神経幹を形成

• 側角のニューロン→交通枝

• ノルアドレナリン作動性

• 副交感神経

• 脳神経 → 副交感神経節

• 迷走神経 → 頸部から胸部

• 仙髄→骨盤内臓

• アセチルコリン作動性



自律神経 3.
交感神経と副交感神経

の働き

交感神経：闘争か逃走か Fight or 
Flight

副交感神経：安息とエネルギー吸収

交感神経、副交感神経それぞれに

促進剤と遮断剤

( * 2021年国家試験）

器官 交感神経 副交感神経 *
瞳孔 散大 (1) 収縮 (1)
涙腺 (2) 抑制 分泌

唾液腺 抑制、濃縮 分泌、希薄

気管 拡張 収縮

呼吸運動 促進 抑制

心臓 心拍数上昇 心拍数低下

冠状動脈 収縮 拡張

血管 収縮 拡張

血圧 (3) 上昇 下降

消化管 活動低下 活動と分泌上昇

胆嚢(胆汁） 分泌抑制 分泌促進

膀胱 弛緩、排尿抑制 収縮、排尿促進

皮膚 収縮 弛緩

1: ベラドンナ：ナス科の植物. 瞳孔を
散大させ、女性を魅力的にする.
日本薬局方のベラドンナコン（根）は, 

硫酸アトロピン （ムスカリン受容体を遮
断、副交感神経の伝達抑制）の原料

2: 三叉神経の眼神経も支配

3.血管の収縮あるいは拡張の結果



ブレイン・マシン・インターフェース
（Brain-machine Interface : BMI）
脳信号の読み取り・脳への刺激によって
脳（思考）と機械のダイレクトな情報伝達
を仲介するプログラムや機器の総称。

接続先がコンピュータである場合にはブ
レイン・コンピュータ・インタフェース
（Brain-computer Interface : BCI）





サンティアゴ・ラモン・イ・カハル （Santiago Ramón y Cajal, 1852年5月1日 -
1934年10月17日）はスペインの神経解剖学者（サンティアゴ・ラモニ・カハールと
も）。1906年にゴルジと共にノーベル生理学・医学賞を受賞した。今日の神経科学
・神経解剖学の基礎を築き上げた巨人

https://ja.wikipedia.org/wiki/1852%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%881%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/1934%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E6%9C%8817%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%9A%E3%82%A4%E3%83%B3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A5%9E%E7%B5%8C%E8%A7%A3%E5%89%96%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/1906%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%9F%E3%83%83%E3%83%AD%E3%83%BB%E3%82%B4%E3%83%AB%E3%82%B8
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%99%E3%83%AB%E7%94%9F%E7%90%86%E5%AD%A6%E3%83%BB%E5%8C%BB%E5%AD%A6%E8%B3%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%84%B3%E7%A7%91%E5%AD%A6
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